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◎ 恩給法関係
　総務省政策統括官（恩給担当）は、恩給を支給するため
の必要経費として、次のとおり概算要求をした。

（注）恩給受給者数（26年度）（27年度）（対前年度比）
                     　568千人→ 506千人　△ 62千人

◎厚生労働省関係 
　（恩給に関連する遺族年金等を除く）

　１．戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の支給 
　（支給事務経費／支給対象件数約125万件）
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 ０万円	  →	 ４億8,400万円
　２．戦没者遺骨収集帰還の促進
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 14億9,800万円	  →	 14億7,800万円
　　（内､ 硫黄島遺骨収集帰還事業　　10億6,000万円）

（内､ 南方･旧ソ連地域遺骨収集帰還事業　４億l,700万円）
　　※主な内容
　　　＊遺骨収集帰還等実施地域（13地域）
　　　　�①フィリピン、②東部ニューギニア、③ビスマー

ク・ソロモン諸島、④インドネシア、⑤パラオ、
⑥沖縄、⑦硫黄島、⑧ハバロフスク、⑨沿海、�
⑩イルクーツク、⑪アムール、⑫ユダヤ自治州、
⑬ブリヤート共和国

　　※�先の大戦における全ての地域で、可能な限り速やか
に遺骨を収容できるよう遣骨収集帰還事業の集中的
な取組を進めることとしているが、平成27年度の取
り扱いについては予算編成過程で検討する。

　３．戦没者慰霊事業等
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 ７億2,100万円	  →	 ８億6,300万円
　⑴　慰霊巡拝等
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 ３億300万円	  →	 ３億l,900万円
　　　＊慰霊巡拝実施地域（12地域）
　　　　�①フィリピン、②東部ニューギニア、③インドネ

シア、④パラオ、⑤北ボルネオ、⑥中国、⑦硫黄
島、⑧ハバロフスク、⑨沿海、⑩ザバイカル、�
⑪イルクーツク、⑫ウズベキスタン

　　　＊慰霊碑の補修等（６カ所）
　　　　補修調査　①インド、②モンゴル
　　　　補修工事　①沖縄、②ラバウル、
　　　　　　　　　③ウエワク、④樺太
　　　＊戦没者慰霊碑維持管理（15カ所）
　　　＊遺骨・遺留品伝達
　　　＊戦没者遺骨に係るDNA鑑定
　⑵　戦没者遺児による慰霊友好新善事業
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 ２億8,300万円	  →	 ３億9,000万円
　　　（内　訳）
　　　　広域地域　14地域	  →	 12地域
　　　　特定地域　３地域	  →	 １地域
　　　　人　　員　
	 広域792人	  →	 広域464人
	 特定108人	  →	 特定36人
　　　（内、洋上慰霊の実施等／洋上慰霊参加者400人
	 ０万円	  →	 １億9,800万円）
　　　（内、民間建立慰霊碑等整理事業
	 1,100万円	  →	 2,000万円）
　⑶　全国戦没者追悼式挙行経費
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 １億3,500万円	  →	 １億5,400万円
　　　　（１県あたり国費参列者55人の2,585人）
　４．昭和館事業
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 ４億6,500万円	  →	 ５億5,600万円

　◎恩給費� （単位：百万円）

本年度予算額 概算要求額 比較増減
421,690 → 370,010 △ 51,680

　（3,700億1,000万円）

平成27年度政府予算概算要求
特別弔慰金の支給事務費計上される

平成2 7年度遺族処遇改善項目
［平成26年８月29日概算要求］
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平成26年度県連盟老人福祉事業
県下ご遺族23名　　　
　　　百歳長寿のお祝い

　

財
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十
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度
政
府
予
算
に
対
す
る
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省
庁
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ら
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締
め
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遺
族
会
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係
で
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、
最
重
点
項
目
で
あ
る
特
別
弔
慰
金
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す
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介
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ノ
恩
ニ
報
イ
ル
ニ
心
配
ノ
累
積
ヲ

　
　
　
　
　

以
テ
セ
シ
罪
今
日
ノ
壮
行
ニ
免
シ
許
シ
給
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
文
の
ま
ま
）

　
　
　
　
　
　
　

【
平
成
二
十
六
年
九
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

― 平成26年度 ―
｢岡山の塔｣戦没者追悼式/沖縄戦跡慰霊巡拝のご案内

広
島
市
豪
雨
災
害
被
災
者
支
援
募
金
の
実
施
に
つ
い
て

　

広
島
市
の
局
地
的
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
土
砂
崩
れ
は
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
、
懸
命
の
救
助
・
捜
査
活
動
に
も
拘
わ
ら
ず
多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
十
月
五
・
六
日
の
両
日
、
岡
山
護
國
神
社
で
執
り

行
わ
れ
る
秋
季
戦
没
者
慰
霊
行
事
に
あ
わ
せ
て
被
災
者
支
援
募
金
を
行
い
ま

す
の
で
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　岡山県遺族連盟では県補助事業により、毎年、沖縄県糸満市摩文仁の丘に建立されている「岡山の塔」前において「沖
縄並びに南方諸地域岡山県出身戦没者追悼式」を執り行い、先の大戦で戦没された本県出身戦没者ご英霊の冥福をお祈り
すると共に、世界平和希求をお誓い申し上げています。
　平成26年度は下記の実施要領とおり、来る11月６日㈭〜11月８日㈯の二泊三日で沖縄県内を巡拝し、11月７日には「岡
山の塔」に岡山県並びに沖縄県当局関係者のご臨席をいただき平成26年度戦没者追悼式を執り行います。沖縄、南方方面
の苛烈な戦いの中で散華されたご英霊をお慰めしたいと存じますので、多くの皆様方のご参加を賜りますようご案内申し
上げます。

月　日 巡　　　　拝　　　　日　　　　程 宿　泊

11月６日
㈭

岡山駅西口（６：20）又は岡山空港（７：10）集合 〜 岡山空港発（８：30） JTA 
011 那覇空港着（10：45）〜 沖縄県護國神社参拝 〜 昼食（那覇市）〜 南風原
文化センター見学 〜 沖縄陸軍病院20号壕（南風原町）〜 魂魄の塔参拝（大度海
岸）〜 宿舎着（17：00頃）

那覇市
沖縄かりゆし
アーバンリゾート

・ナハ　

11月７日
㈮

宿舎発（８：00） 〜 摩文仁 ･･･ 沖縄平和祈念堂・平和の礎・平和の広場・摩文
仁海岸 ･･･「岡山の塔」沖縄並びに南方地域戦没者追悼式（11時開式）〜 国立
沖縄戦没者墓苑（沖縄方面戦没者慰霊祭）〜 昼食（糸満市）〜 高速道経由 〜 
美ら海水族館 〜 宿舎着（17：00頃）

本部町
チサンリゾート
沖縄美ら海

11月８日
㈯

宿舎発（８：00）〜 本部港発（８：30）フェリー 伊江島着（９：00）〜 島内巡
拝（芳魂之塔参拝・ヌチドゥタカラの家など）〜 昼食 〜 伊江島発（13：00）フ
ェリー 本部港着（13：30）〜 高速道 〜 那覇市内 〜 対馬丸記念館 〜 那覇空港
発（18：25） JTA 016 岡山空港着（20：15）〜 岡山駅（21：00）頃

　◎参加経費　48,000円也（遺族会会員お一人経費）
　　　　　　　上記以外の方は10,000円の追加経費でお受けいたします。
　◎申 込 先　〒703-8272 岡山市中区奥市3-22「岡山県遺族連盟」（TEL 086-271-7175／FAX 086-271-4815）
　　　　　　　住所、氏名（ふりがな）、年令、性別、電話番号、戦没者との続柄、戦没者の氏名、戦没場所、
　　　　　　　希望集合場所（岡山駅西口又は岡山空港）をお知らせ下さい。
　◎申込締切　10月６日㈪（第一次締切／申込状況により延長有）
　◎募集人員　60名程度
　　　　　　　※上記日程は交通機関等の都合により変更になる場合があります。



（四）
平成26年
9月15日（昭和二十五年八月十日

第三種郵便物認可）い さ お 新 聞（ １ １ 9 2 ）� 毎月十五日発行

平成26年９月吉日　

　ご遺族様
岡山県戦没者
顕彰会会長小田　圭一　

　謹啓　初秋の候　ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、恒例の岡山県戦没者秋季慰霊祭を下記により執り行いますの
で、万障お繰り合わせのうえご参列下さいますようご案内申し上げま
す。
　なお、東山電停より護國神社の間を、無料バスにより送迎を行いま
すので、多数ご参列下さいます様お願いいたします。

敬具　
記

１．日　　時　　10月５日㈰10時〜11時30分（雨天に拘わらず執行）
　　　　　　　　※�10月６日㈪は護國神社秋季慰霊大祭が10時から執

り行われます。
２．祭　　場　　岡山市中区奥市３−21　岡山県護國神社
３．奉納行事　　　　　　10月５日　　　　　　　　10月６日
　　　　　　　　備中神楽（午前９時から／舞楽殿）　備中神楽（午前９時から／舞楽殿）
　　　　　　　　吉 備 舞　華 道 展	 詩　　吟　吉 備 舞
　　　　　　　　詩 吟 舞	 華 道 展　銃 剣 道
　
１．�神社前広場は大変混雑しますので、ご参拝の際は市内電車・バス等、
公共交通機関をご利用下さい。

２．�公共交通機関を利用してご参拝の方は、下記により無料送迎バスを
運行していますのでご利用下さい。

　　　＊運行区間　東山電停 〜 表参道鳥居前 〜 護國神社間
　　　＊運行時間　午前９時 〜 12時（約10分間隔）
３．�ご参列の方には１人に１個、記念品を差し上げます。
４．�ご希望の方には後楽園（５、６日有効）並びに博物館入場券（５日
のみ有効）を差し上げます。

５．�参列に際しましては、祭儀終了時まで会場にご臨席いただきます様
お願いいたします。

や
す
く
に
の
心
を
後
世
に

靖
國
神
社
宮
司

　
德
川
　
康
久

　

平
成
二
十
七
年
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の

玉
音
放
送
で
「
大
東
亜
戦
争
終
結
の
詔
書
」
が
下
さ
れ

て
か
ら
七
十
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

靖
國
神
社
に
は
二
百
四
十
六
万
六
千
余
柱
の
御
祭

神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
東
亜
戦
争
で
戦
没
さ

れ
た
英
霊
は
二
百
十
三
万
四
千
柱
に
及
び
、
全
祭
神

に
占
め
る
割
合
の
高
さ
か
ら
も
、
先
の
大
戦
が
我
が

国
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

戦
後
、
我
が
国
は
荒
廃
し
た
国
土
を
再
興
し
て
世

界
有
数
の
経
済
大
国
へ
と
発
展
し
、
靖
國
神
社
も
ま

た
、
御
祭
神
と
日
々
を
共
に
過
ご
さ
れ
た
御
遺
族
や

戦
友
の
皆
様
方
の
大
き
な
支
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
大
御
心
の
ま
に
ま
に
英
霊
祭
祀
を
厳
修
し
て
参

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
る
平
成
三
十
一
年
に
は
神
社

御
創
立
百
五
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
終
戦
時
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

方
が
齢
七
十
と
な
る
今
日
、
過
ぐ
る
大
戦
の
記
憶
が

国
民
意
識
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
国
事

に
殉
じ
ら
れ
た
人
々
を
祀
り
、
国
民
斉
し
く
感
謝
の

誠
を
捧
げ
る
日
本
の
美
風
だ
け
は
後
世
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
に
は
、
終
戦
七
十
年
に
あ
た
り
、
ぜ
ひ

と
も
靖
國
神
社
に
お
参
り
い
た
だ
き
、
国
家
存
亡
の

危
機
に
敢
然
と
立
ち
向
わ
れ
た
英
霊
の
み
こ
こ
ろ
に

触
れ
な
が
ら
、
我
が
国
の
さ
ら
な
る
発
展
と
平
安
を

祈
念
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
六
年
九
月
行
事
表

５
日　

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
準
備
委
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

11
日　

赤
磐
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

　
　
　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
役
員
研
修
旅
行
（
高
知
県
方
面
）
一
泊

13
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長
会
議
（
邑
久
町
中
央
公
民
館
）

15
日　

県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
一
人
暮
ら
し
の
父
母･

妻
慰
問
（
県
下
）

16
日　

県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
百
歳
遺
族
お
祝
（
県
下
）
17
、
19
日

17
日　

倉
敷
市
玉
島
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
三
重
県
方
面
）
一
泊

19
日　

高
梁
市
成
羽
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

高
梁
市
吹
屋
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

岡
山
市
津
高
遺
族
会
岡
山
陸
軍
基
地
清
掃
（
岡
山
市
北
区
津
高
）

24
日　

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸
祭
（
岡
山
市
津
高
・
岡
山
陸
軍
墓
地
）

25
日　

玉
野
市
戦
没
者
追
悼
式
（
玉
野
市
総
合
体
育
館
）

　
　
　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
鳥
取
県
）一
泊

26
日　

高
梁
市
川
面
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

27
日　

浅
口
市
戦
没
者
追
悼
式
（
浅
口
市
中
央
公
民
館
）

28
日　

倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
熊
本
県
方
面
）
一
泊

平
成
二
十
六
年
十
月
行
事
表

２
日　

新
見
市
神
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

３
日　

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
津
山
総
合
体
育
館
）

５
日　

岡
山
県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

高
梁
市
高
梁
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

県
連
盟
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

６
日　

岡
山
県
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

８
日　

高
梁
市
川
上
町
遺
族
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

　
　
　

真
庭
市
北
房
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

10
日　

倉
敷
市
戦
没
者
追
悼
式
（
倉
敷
市
民
会
館
）

16
日　

高
梁
市
宇
治
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

新
見
市
哲
西
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

21
日　

赤
磐
市
戦
没
者
遺
族
大
会
（
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館
）

　
　
　

笠
岡
市
陶
山
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

22
日　

英
田
郡
西
粟
倉
村
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

真
庭
市
勝
山
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

笠
岡
市
城
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

美
作
市
大
原
支
部
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

24
日　

新
見
市
新
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

27
日　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
（
島
根
県
）
一
泊

　
　
　

新
見
市
草
間
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
下
竹
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

28
日　

久
米
郡
美
咲
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
行
事
表

６
日　

�

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
／「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
（
沖
縄
県
）
二
泊

　
　
　

各
都
道
府
県
遺
族
会
事
務
局
長
・
職
員
研
修
会
（
秋
田
県
）
一
泊

10
日　

瀬
戸
内
市
戦
没
者
追
悼
式
（
瀬
戸
内
市
保
健
福
祉
Ｃ
）

15
日　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
（
岡
山
衛
生
会
館
）

20
日　

浅
口
市
金
光
町
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

遺
族
会
の
動
き


